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厚
生
科
学
審
議
会
生
活
環

境
水
道
部
会
は
十
一
月
二
十

二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚

生
労
働
省
会
議
室
で
第
九
回

「
水
道
事
業
の
維
持
・
向
上

に
関
す
る
専
門
委
員
会
」

（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大

急
速
な
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

が
進
む
中
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

学
大
学
院
教
授
）
を
開
き
、

水
道
事
業
の
基
盤
強
化
に
向

け
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

新
た
に
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
更
新
制
を
導
入

し
、
指
定
有
効
期
間
を
五
年

間
と
す
る
。
今
回
の
提
言
を

を
効
率
的
・
効
果
的
に
行
う

こ
と
が
急
務
の
課
題
と
な
っ

踏
ま
え
、
厚
労
省
は
水
道
法

の
改
正
な
ど
に
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

当
日
は
馬
場
成
志
厚
生
労

働
大
臣
政
務
官
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
将
来
に
安
全
・
安

心
な
水
道
を
引
き
継
ぐ
た
め

て
い
る
。
こ
の
た
め
国
交
省

国
土
交
通
省
は
十
一
月
二

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た

皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
」
と
各

委
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

報
告
書
で
は
水
道
施
設
台

帳
の
整
備
を
義
務
づ
け
、
長

期
的
視
野
に
よ
る
計
画
的
な

更
新
を
法
的
に
位
置
づ
け

は
同
国
民
会
議
の
設
立
に
賛

同
す
る
企
業
・
団
体
の
意
見

交
換
会
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進

め
て
き
た
。

十
五
日
、
東
京
・
霞
が
関
の

同
省
会
議
室
で
生
産
性
革
命

本
部
（
本
部
長
・
石
井
啓
一

国
交
相
）
の
第
四
回
会
合
を

開
き
、
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
革
命
や
下
水
道
イ
ノ
ベ
ー

る
。
ま
た
施
設
の
所
有
権
を

公
共
が
保
持
し
、
民
間
に
運

営
を
委
ね
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

国
民
会
議
は
企
業
会
員
九

十
五
社
、
行
政
会
員
七
十
三

団
体
、
団
体
会
員
二
十
七
団

体
な
ど
で
設
立
。
本
紙
関
係

で
は
積
水
化
学
工
業
㈱
（

下
貞
二
社
長
）
、
三
機
工
業

㈱
（
長
谷
川
勉
社
長
）
、
㈱

日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
柴
原
節
男
社
長
）
な
ど
が

参
加
し
て
い
る
。

設
立
総
会
で
は
森
昌
文
同

省
技
監
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
多
く
の
方
々
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

今
年
は
生
産
性
革
命
元
年
と

し
て
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
効
率
化
な
ど
に
努
め
て

き
た
。
本
国
民
会
議
を
通
じ

て
各
地
域
が
み
ず
か
ら
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
よ
う

シ
ョ
ン
「
日
本
産
資
源
創
出

戦
略
」
を
選
定
し
た
。
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
、
労
働
者

の
減
少
を
上
回
る
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
経
済
成

長
の
実
現
を
め
ざ
す
。

下
水
道
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ン
方
式
が
現
実
的
な
選
択
肢

と
な
る
よ
う
法
制
化
す
る
。

指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は

ト
ラ
ブ
ル
や
指
定
後
の
実
態

を
把
握
し
、
資
質
が
保
持
さ

れ
る
よ
う
更
新
制
を
導
入
。

そ
の
際
、
過
度
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
水

道
事
業
者
は
更
新
申
請
時
に

講
習
会
の
参
加
実
績
や
業
務

内
容
な
ど
を
確
認
し
、
水
道

利
用
者
に
わ
か
り
や
す
く
情

報
を
発
信
し
て
い
く
。

期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、
冨

山
会
長
と
家
田
仁
副
会
長

（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教

授
）
を
選
出
し
た
。

設
立
記
念
大
会
で
は
根
本

幸
典
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

が
「
わ
が
国
の
発
展
を
支
え

て
き
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
安
定
・
持

続
さ
せ
る
に
は
多
様
な
技
術

を
総
動
員
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
不
可
欠
だ
。
全
国
で
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。宮
内
秀
樹
衆
院
議
員･

前

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
金

子
恵
美
総
務
大
臣
政
務
官
、

宮
澤
博
行
防
衛
大
臣
政
務
官

ら
が
紹
介
さ
れ
、
家
田
副
会

長
が
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

で
は
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
二

五
％
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な

い
下
水
汚
泥
を
多
様
な
活
用

が
可
能
な
日
本
産
資
源
と
位

置
づ
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
や
農
業
の
生
産
性
向

上
に
役
立
て
る
。
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
利
用
率
を
四
〇
％

に
引
き
上
げ
、
年
間
二
百
億

円
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
下

水
汚
泥
か
ら
産
出
。
創
エ
ネ

分
野
に
お
け
る
徹
底
活
用
戦

略
と
し
て
民
間
主
導
の
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
や
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
下
水
道
（
食
と
下
水
道
の

連
携
）
に
よ
る
農
業
生
産
性

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

当
日
あ
い
さ
つ
し
た
石
井

国
交
相
は
「
今
回
追
加
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
新
た
な
需

要
を
喚
起
す
る
と
期
待
し
て

い
る
。
今
年
は
生
産
性
革
命

元
年
だ
っ
た
が
、
来
年
は
前

進
の
年
に
し
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。
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森技監

産学官の会員が一堂に集う

国
土
交
通
省
の
呼
び
か
け
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
（
会
長
・
冨
山
和
彦
㈱
経
営
共
創
基
盤
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
設
立
総
会
が
十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
共
用
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
社
会

全
体
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
み
、
未
来
世
代
に
よ
り
よ
い
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
産
学
官

民
の
技
術
や
知
恵
を
総
動
員
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
発
足
。
異
業
種
の
企
業
間
連
携
や
技
術
の
融
合
を

加
速
さ
せ
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
、
理
念
の
普
及
、
市
民
参
加
な
ど
を
促
進
す
る
。

根本政務官

石井国交相

事業基盤強化へ報告書


